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1. はじめに 

現在，公的統計の個票データの活用において

は，プライバシー保護のため厳格な管理体制や，

集計結果の秘匿性検査の実施など様々な課題があ

る．そこで我々は，これらの課題解決のため秘密

計算の活用を検討する． 秘密計算はデータを暗号

化したまま統計処理を可能とする技術であり，機

微なデータの利活用と保護を両立させる技術とし

て注目されている．しかし，秘密計算は分析結果

から漏れ得る元データの情報 (出力プライバシー)

については一般に考慮していない．そのため，出

力プライバシーを保護する統計的開示制御と秘密

計算を組み合わせた手法の確立が求められる．  

 本研究では秘密計算で既に実現されているフィ

ルタリング演算およびシャッフル演算を用いて必

要最小限のミクロデータを秘密計算により求め，

当該ミクロデータから出力プライバシーが保証さ

れた統計結果を求める手法を提案する．また，既

存の秘密計算システムおよび統計的開示制御を備

えた統計処理ソフトウェアを用いて実際に提案手

法を実装し，正しく結果が得られることを確認す

る． 

2. 秘密計算 

秘密計算は，暗号化などの方法でデータを秘匿

したまま，元のデータに復元することなく計算が

できる技術である．本論文では秘密分散法をベー

スとしたマルチパーティプロトコルによる秘密計

算法[1]に着目し，検討を行う．秘密計算技術はデ

ータを暗号化して保管することで，元データの情

報が外部に漏えいすることを防ぐことができる

が，演算結果から元データについて推計すること

を防ぐ出力プライバシーへの対応については現状

では保証外としている． 

 

 

3. τ-ARGUS 

 τ-ARGUSは，データ保護責任者が安全な表を作

成することを支援するために設計されたソフトウ

ェアツールである．本ソフトウェアを用いること

により，ユーザはGUI操作によって集計表に対する

秘匿処理を行う事が可能となる． 

 

4. 秘密計算システムとτ-ARGUSの連携 

 本論文では公的統計の個票データ活用に向け

て、データの漏えいを防ぐ技術として秘密計算を

適用し，秘密計算の課題であった出力プライバシ

ーに対応する目的でτ-ARGUSを適用する．これに

より，秘密計算を用いてデータ保管時の安全性を

確保し，τ-ARGUSを用いて出力データからの情報

漏えいを防ぐ． 

 本検討において想定する連携システム構成を図1

及び図2に示す． 

 

図 1 秘密計算システムへのデータ登録 

 

 

図 2 秘密計算システムからの出力とSDCの適用 
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